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　　　幸せの味をあなたに







「何読んでるんだ？」

　真昼まひるがいつものようにソファで寛いで、何かを見ていた。先日読んでいた日記、ではなく、分厚いファイルだ。勝手に中身を見る訳にはいかないのでチラッと視線を送るに留めるが、何か沢山紙をファイリングしているのが分かる。

　そのファイルに視線を落としていた真昼は、周あまねの声に顔を上げて「ああ、これですか」とファイルを閉じる。

　閉じた事によって表紙が見えるが、表紙には真昼の文字とはまた違った几帳面そうな文字でレシピ集と書かれているのが分かる。

「これは小雪こゆきさんが退職する時に渡してくれたものです。その頃には料理は完璧に出来るようになりましたし小雪さんの教えてくれる料理のレシピも覚えていましたけど、免許皆伝、という事で改めて今までのレシピをまとめて贈ってくれました。餞別せんべつという事ですね」

　少し褪せつつも大切に保管してきたのだと分かるファイルを丁寧に愛しそうに指先で撫でる真昼は、どこか懐かしげな眼差しを周に、いやきっとどこかの誰かに向けている。

「そっか。……大切なものなんだな」

「私の料理の原点が詰まっていると言っても過言ではないですからね。小雪さんの指導がなければここまで料理が上手くなってないと思いますし、周くんのご飯を作るなんて事考える事もなかったと思います」

「なるほど。つまり、俺の幸せの大元で、真昼の幸せの大元でもあると。そう考えると滅茶苦茶貴重だし大切なものだな」

　周にとって真昼の料理は幸せを形にしたもので、そしてこのファイルは真昼の料理の原点であり真昼にとっての幸せな思い出を形にしたものだ。

「じゃあ俺は席外した方がいいかな。大切な思い出を振り返るなら俺は居ない方がいいだろうし」

「いえ、周くんが見てくれた方がいいです。……幸せな思い出は、一緒に抱えたいので」

「そっか。……見ていいなら俺も見せてほしいな」

　快く真昼はファイルを開いて几帳面な文字で分かりやすく丁寧に書かれたレシピを見せてくれる。細かな注記に加えて初めて作った日付、味見の感想等、見ているだけで確かな愛情が伝わってくる。

　手順が簡単なものから複雑なものまで、様々な料理が記されたレシピを見ると、いかに真昼が小雪に丹念に料理の腕を仕込まれたのかが分かった。

　それから、小雪が真昼の事をとても大切に思っている事も。

「これ見て料理作っていい？」

「いいですけど……急にどうしたんですか」

「真昼にとって大切で大好きな料理なんだよな？　なら、俺が作ってあげたいって思うのは変かな。あ、いや思い出が崩れるとかならやめとくから！」

　折角なら、真昼にとっての幸せな味を周も再現出来たら、なんて今の自分の腕前を考えればとんだ自惚うぬぼれな事を口にすると、真昼は大きな瞳をぱちくりと瞬きさせた後、どこか幼い笑顔を浮かべた。

「……楽しみにしていいんですよね？　私、味にはうるさいですよ？」

「うっ、そこはご指導ご鞭撻べんたつの程よろしくお願いいたします」

　流石に真昼の助けなしでは完璧な思い出の再現は無理なので協力を仰ぐと、真昼はおかしそうに笑って「任されました」と楽しげに声を弾ませた。
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